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松野　シマさん85歳湯　山《不老麟〉・
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7総　野麺万作公演
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26欝　全翻地芝舞彗サミット

◇9月9欝～紛月稔9の予定

まo　lヨ　大地の芸衛祭溺幕

㌶費　農業委興選挙授票総
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捻欝　郡美術展蔦撫まで
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　表のように歳鵡では、総務費が一番多く5億6，磁3万

鍔、全体の掲。7懸でした、、憲な内容として一般管理費に

三億9，523万絹、財産管理費に9，948万穆、企誘調整費

に5，蹴鱗夏1、黙1げラン事業獄こ7，鴻贋qが使われ

ました。

　畏生費は5億4，2鶏芳鍔、全体の掲．2％でした，）憲

な内容として瞳書福祉に三，26i7ぎ鍔、保育所に三億圭，03三

万跨、老入福祉に3億三，906万1騒が使われました導

　農林水産業費は4億9，4焉万簿、全体のM．7％でし

た爵甕な事業として農業活牲化推進対策穣業に4，437万

鍔、紘業地域総合整備事業に5，三75寿鍔、鉢遊舗蓑事業

に1，639珊、灘鯛総合整備事熱嬉，882解1、農

村総含整備礫に5，763万鍔、甥体営欄穂域…劉呆全婦

策事麹騒，023万1勤駿われました。

　土木費は、4億6，0271醗弩、全捧の爲．7髄でした。憲

な内容として進跳薪設改良費に2，6毅万湾、遵蹄維持費

に三，6鎗万鍔、道路除霧費に三億3，583万鍔が捜われま

した。

　教膏費は2億3，494芳簿、全体の7．Q％でしたひ　1、な

内容として小掌校に6，794万1讐、中摩：校に4，65Q乃鍔、

そ1：会教；欝に5，70Q万ぎ騒力書使われました，多

衛爆捜は2億2，378理i、斜奉の6，7％でした、、1豫

内容として病餓露窮のために三，9M7∫湧、ゴミ・し凝艇

蚤望に6，792フヲ1刃め穣蓮われました，、

　簡工費は2億：240万跨、全体で6．｛）魅でしたぐ，．註な内

容として地域振興券交付事業に王，957万糧、観光に圭，！35

万円、スキー場の管理運懲⑱，喫万1エ1、スキー場建設

費に3，2婆9万『導、温、泉センター運営に2，2207舞讐が｛吏わ

れました。

　消跡費は王億0ぎ2雛万鍔、全体の3．三魅でした◇憲な

内容として広域消防の負撫金として9，9鎗万陽が僅われ

ました．

　また歳綴の姓質溺グ）状況表を見てみますと、人件費の劃

合が玉番多く25．8％となり、その飽にも物件費、維持補

修費、扶助費、補動費等、公俵費など、毎年経常的に支患

されなければならない鐡定経費の圭ヒ唾であるヂ経常収支三t

率」が愈体4）8玉．4懸を露めています“

一般会謙歳患内訳
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　平成η年度の町の一般会誕及び4つの特携会計の決算

が9月の議会定例会において承認されました。今月号では、

町髭のみなさんから納めていただいてる税金が住みよい

町づくりにどのように使われているかを紹介します。

　　　決算統計

　町4）・…・般会訂と特甥会誹の決算状況は嶺表のとおりで

す．一般会計の決算額は歳入で35億i，鰯耕f挺、歳出

力ぐ33重籔5，570ヌぎ1∫彗で蓬し引きすると王億5，4757ぎ1彗と

な～）、このうち平成鴛年度への繰越事業分の245万門を

除く三億5，2謙万轡が1成認年度へ繰諺越されました、
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　右の表のように歳入の申では、地方交付税が　番多く

紛億圭，793万円で全体の54．6％になき）ます。地方交

鱈税とは、翻から各・市購樽に醗分されるお金です．県支

出金は、跡が箏業を行ううえで県が出す象鐙金や補助金

で3億61205万円、全体の欝．3％になξ｝ます窃町債は、

瞳が濁や金融機関から借吻入れるお金で3億i，8紛万

円、全体の9．1％にな玲ます。翻康支掛金は町が事業を

行ううえで濁が鐵す負担金や補助金で、2億難5万円、

全体の5．7％にな！｝ます。

　歳入の中で、町で徴駁又は収納できるお金を「麹薫財
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簸も大きい購税は、2億5，040万円で全体の7．撚で

す。一方、地方交付税や園庫支串金、購債などは、その

収入に麟や県が関わっているもので、これらは「依存財
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　平成η年度の町の一般会誕及び4つの特携会計の決算

が9月の議会定例会において承認されました。今月号では、

町髭のみなさんから納めていただいてる税金が住みよい

町づくりにどのように使われているかを紹介します。

　　　決算統計

　町4）・…・般会訂と特甥会誹の決算状況は嶺表のとおりで
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ー
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Φ
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9拐

鑑例議会

　
甲
成
十
、
、
俸
第
肥
斜
九
得
暇
議
会

定
例
会
が
九
月
、
↑
鶏
か
ら
、
ト
ニ

繕
㊤
一
軸
鷺
問
醐
催
さ
れ
ま
し
た
、

　
今
麟
の
議
会
の
窯
な
審
議
内
容
は
、

平
成
駈
、
年
慶
の
一
般
会
欝
と
購
つ

の
特
馴
会
謙
決
算
の
認
．
爆
と
九
つ
の

条
例
の
綱
建
や
改
証
、
単
成
牽
二
葎

度
の
一
般
会
翫
と
鷺
つ
の
特
劉
会
計

の
補
班
予
算
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
．　

一
般
質
問
で
は
「
男
女
銚
岡
参
餓

に
つ
て
幅
「
介
護
保
険
事
業
に
つ
い

て
恥
「
農
業
振
興
と
来
緬
に
つ
い
て
幅

懸
聚
境
に
つ
い
て
」
「
大
塘
の
、
．
蝋
術

祭
が
終
わ
っ
て
脳
「
介
護
と
幅
祇
』

な
ど
六
名
の
議
貴
が
十
九
項
霞
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
．
般
質
問
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
「
議
会
だ
よ
り
恥
で
紹
介

し
ま
す
．

　
な
お
、
全
て
原
案
ど
お
り
鍔
決
さ

れ
ま
し
た
．

州
平
成
十
二
鋒
度
予
算
関
係
繍

◇
｛
般
会
欝
補
疋

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
購
千
八
穣
穴
万
轡
を
追
擁
し
、
総

額
黒
牽
四
億
五
千
九
欝
部
．
十
闘
だ
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
図
民
健
康
保
険
特
別
会
欝
補
疋

　
事
業
勘
建
の
歳
入
歳
綴
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
ヂ
…
万
鷺
千
円
を
追

撫
し
、
総
額
二
億
八
千
榊
溝
　
軒
購

野
允
千
円
に
な
り
ま
し
た
．

◇
介
護
保
険
特
別
会
欝
補
正

　
歳
入
歳
磁
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
六
新
．
㎜
刀
、
“
ヂ
門
を
追
撫
し
、
総

額
…
億
六
千
鵬
膏
一
｛
、
一
だ
二
千
鰐

に
な
り
ま
し
た
．

◇
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
特
劉
会
謙
補
正

　
歳
入
歳
鷺
♪
算
の
総
額
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
十
鷺
だ
バ
千
需
を
追
糠
し
、
総

額
鴬
一
千
五
、
鑓
蕊
万
バ
千
円
砂
民
な
い
り
ま

し
た
．

◇
簡
易
水
遵
事
業
特
劉
会
讃
補
正

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
五
雛
八
軒
一
万
だ
千
円
を
追
撫

し
、
総
額
一
億
八
．
繊
汽
雁
．
、
干
円
と

な
り
ま
し
た
。

纂
劔
関
墜

◇
松
之
由
町
特
建
農
撫
村
地
域
溝
動

　
支
援
基
金
条
佛

◇
「
夢
の
家
恥
の
設
羅
及
び
管
理
に

　
縄
す
る
条
例

◇
松
之
由
溝
小
谷
集
落
多
欝
的
集
会

　
施
．
敵
の
斐
麟
及
び
管
理
に
圏
す
る

　
条
鰯

◇
松
之
慮
町
下
籔
池
集
落
多
目
的
集

　
会
施
設
の
設
鐵
及
び
管
理
に
関
す

　
る
条
例

◇
松
之
由
醗
農
産
物
等
．
曝
．
施
設
の

　
設
欝
及
び
管
理
に
関
す
る
条
劔

◇
松
之
由
町
職
鍛
の
給
勢
に
醐
す
る

　
条
儲
の
一
部
を
改
礁
す
る
条
鯛

き
i
｝
き
・
き
も
も
き
i
喜
§
｛
…
・
…
キ
ξ
｝
i
i
・
5
i
・
；
｝
・
き
書
｝
…
i
ー
ー
・
書
｛
…
も
善
，
き
き
．
蓄
｝
～
き
i
i
…
…
き
｛
．
等
…
i
多
｝
量
，
三
一

　　　一　㎝　｝㎜い㎜

　一般会計補正予算の主なもの

£歳　入葺

市町輝跳税　　　　　　　　　　　　　　　3，564千円

圃定資産税　　　　　　　　　　　　　　△4，8感9千円

地方交付税　　　　　　　　　　　　　　33．000千円

「
：
…
…
…

2，400千円

3，375千湧

2．玉80千軒弓

王，渦2千円

王．352千潤

2，400千1111

a650千糧
主．925千円

£歳　畠ユ

庁鶏車購入費

廃止代替バス運行費捕助金

県営中山間地域総奮整備事業負撞金

雲椿下水道接続工事費

i　翠の湯給湯管仮埋設工事費
き

i　バリアフリーまちづくり事業負握金

i　町営住宅修繕工・事費
き

i畷、撒池餅線災離臨報

L

一般質問に答弁する礪「長

6

◇
松
之
撫
町
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
飼
の
一
部

　
を
改
疋
す
る
条
例

◇
松
之
撫
町
地
域
振
興
券
交
付
基
金

　
条
鯛
を
廃
比
す
る
条
鍵

◇
松
之
山
町
中
由
醐
地
域
湧
惟
化
推

　
進
基
金
条
例
を
廃
慮
す
る
条
例

不
在
者
投
票
が
し
や
す
く

　
不
径
巻
投
票
の
事
磁
が
緩
釈
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が

不
往
餐
投
粟
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
生
し
た
人
）

③
嬢
塞
翻
民
で
あ
る
こ
と
（
帰
化
し
た
人
の
住
断
要
件
は
、

　
単
成
濃
奪
7
月
鑛
鶏
以
離
に
像
民
票
が
作
成
さ
れ
た

　
人
．
）

④
平
成
珍
年
7
月
4
嬢
以
鹸
に
松
之
撫
町
に
住
民
麟
が
作

　
成
さ
れ
て
い
る
人
．

覇
麟
籐
灘
騰
総
瞬

　
不
控
脅
投
票
の
蒔
鋼
が
午
後
8
時
ま
で
望
け
付
け
て
い

ま
す
．
仕
事
の
後
や
帰
竃
途
中
に
も
い
け
ま
す
。

園
園
團
圏
圖

　
　
　
　
　
　
圃
函
回

　
露
営
業
の
方
な
ど
仕
事
場
が
投
票
羅
の
難
域
内
に
あ
る

方
も
不
往
毒
投
票
が
で
き
ま
す
．
ま
た
、
投
票
欝
に
親
族

の
鴛
婚
葬
祭
が
あ
る
方
も
投
票
区
域
を
問
わ
ず
不
往
蓄
投

票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

　
レ
ジ
ャ
｝
や
買
物
な
ど
の
私
駕
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、

町
の
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、
投
票
区
の
区
域
外
に
い
る
よ

う
な
場
含
は
、
不
往
煮
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
．
族
行
や
ゴ
ル
フ
な
ど
の
予
簸
が
あ
っ
て
も
、
誹
翻
を

変
更
し
な
く
て
す
み
ま
す
。

獲
票
懇
懇
叢
灘
懸

①
松
之
山
町
に
俊
所
を
膚
す
る
人
。

⑫
年
齢
2
0
歳
以
上
の
人
（
昭
秘
55
奪
鐙
月
2
3
欝
以
前
に
磁

詳
し
い
こ
と
は
チ
ラ
シ
等
で
各
欝
醍
布
し
ま
す
．

欝廿縞は忘醒鑓，
確轍鱗を1糠瞭し轟う．

熱　紳

　璽
　癒

　
今
、
多
機
能
多
種
の
携
帯
電
護
が

利
罵
・
販
売
さ
れ
て
い
蜜
す
．
松
之

由
町
に
お
い
て
も
幾
つ
か
の
電
謡
会

歓
の
ア
ン
テ
ナ
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
叢
界
は
、
今
～
番
浩
気
が
あ

る
反
薩
、
熾
烈
な
盤
き
残
り
競
争
を

行
っ
て
い
蒙
す
．
1
モ
…
ド
と
い
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
搭
載
し
た

携
欝
慧
講
を
取
り
扱
う
N
T
T
ド
コ

そ
．
　
岡
じ
く
」
ー
S
k
y
と
い
う

イ
ン
タ
茎
ネ
ッ
ト
機
能
を
搭
載
し
た

携
帯
を
取
り
扱
う
」
－
p
飯
Q
n
e
．

o
z
W
e
b
と
い
う
岡
じ
く
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
機
能
を
搭
載
し
た
携
帯
を
取

り
扱
う
＆
u
。

　
今
や
イ
ン
タ
三
ネ
ッ
ト
を
携
帯
と

切
り
離
す
こ
と
は
患
来
な
く
な
り
、

最
速
簸
新
の
傭
報
驚
儒
基
地
と
な
っ

て
い
ま
す
．
今
取
り
上
げ
た
こ
の
3

社
が
今
後
、
松
之
山
瞬
に
お
い
て
普

及
す
る
で
あ
ろ
う
携
帯
亀
語
会
縫
で

あ
り
、
揖
本
の
携
帯
電
誰
の
シ
ェ

ア
ー
を
大
き
く
握
っ
て
い
る
会
社
で

も
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
携
帯
電
誕
の
機
能
は
ど
ん
ど

ん
進
化
し
、
今
で
は
銀
行
の
鐵
込
・

携
帯
電
話

振
替
、
近
い
う
ち
に
覆
販
機
と
接
続

し
て
漢
え
る
カ
ー
ド
機
能
を
持
つ
よ

う
に
も
な
る
よ
う
で
す
、

　
し
か
し
、
こ
の
擁
帯
電
議
は
電
牽

乗
車
時
に
は
使
え
な
い
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
ご
霧
餓
の
こ
と
と
は
思
い

該
す
が
、
ぺ
…
ス
メ
ー
カ
ー
を
付
け

ら
れ
た
方
が
い
た
場
奮
、
そ
の
ぺ
ー

ス
メ
…
カ
ー
が
誤
作
動
を
趨
こ
し
取

り
遜
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
．

　
基
本
的
な
マ
ナ
ー
と
し
て
、
J
R
．

鴬
懸
・
都
営
全
て
の
電
毒
内
で
の
携

欝
電
語
の
痩
期
は
勿
論
、
電
源
も
切

る
よ
う
に
と
必
ず
灘
内
放
送
で
も
漉

れ
て
き
ま
す
。
薪
幹
線
に
お
い
て
は

デ
ッ
キ
に
お
い
て
の
み
僅
鶏
い
た
だ

け
ま
す
。

　
私
は
こ
の
事
を
忘
れ
て
し
ま
い
、

い
つ
も
電
源
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
東
禁
へ
來

ら
れ
た
際
は
必
ず
電
源
を
切
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
状
混
に
よ
っ
て

は
か
な
り
厳
し
い
環
で
見
ら
れ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
東
憲
事
務
斯
　
滝
沢

7



ー
の
Φ
卜
1

9拐

鑑例議会

　
甲
成
十
、
、
俸
第
肥
斜
九
得
暇
議
会

定
例
会
が
九
月
、
↑
鶏
か
ら
、
ト
ニ

繕
㊤
一
軸
鷺
問
醐
催
さ
れ
ま
し
た
、

　
今
麟
の
議
会
の
窯
な
審
議
内
容
は
、

平
成
駈
、
年
慶
の
一
般
会
欝
と
購
つ

の
特
馴
会
謙
決
算
の
認
．
爆
と
九
つ
の

条
例
の
綱
建
や
改
証
、
単
成
牽
二
葎

度
の
一
般
会
翫
と
鷺
つ
の
特
劉
会
計

の
補
班
予
算
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
．　

一
般
質
問
で
は
「
男
女
銚
岡
参
餓

に
つ
て
幅
「
介
護
保
険
事
業
に
つ
い

て
恥
「
農
業
振
興
と
来
緬
に
つ
い
て
幅

懸
聚
境
に
つ
い
て
」
「
大
塘
の
、
．
蝋
術

祭
が
終
わ
っ
て
脳
「
介
護
と
幅
祇
』

な
ど
六
名
の
議
貴
が
十
九
項
霞
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
．
般
質
問
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
「
議
会
だ
よ
り
恥
で
紹
介

し
ま
す
．

　
な
お
、
全
て
原
案
ど
お
り
鍔
決
さ

れ
ま
し
た
．

州
平
成
十
二
鋒
度
予
算
関
係
繍

◇
｛
般
会
欝
補
疋

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
購
千
八
穣
穴
万
轡
を
追
擁
し
、
総

額
黒
牽
四
億
五
千
九
欝
部
．
十
闘
だ
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
図
民
健
康
保
険
特
別
会
欝
補
疋

　
事
業
勘
建
の
歳
入
歳
綴
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
ヂ
…
万
鷺
千
円
を
追

撫
し
、
総
額
二
億
八
千
榊
溝
　
軒
購

野
允
千
円
に
な
り
ま
し
た
．

◇
介
護
保
険
特
別
会
欝
補
正

　
歳
入
歳
磁
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
六
新
．
㎜
刀
、
“
ヂ
門
を
追
撫
し
、
総

額
…
億
六
千
鵬
膏
一
｛
、
一
だ
二
千
鰐

に
な
り
ま
し
た
．

◇
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　
　
　
特
劉
会
謙
補
正

　
歳
入
歳
鷺
♪
算
の
総
額
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
十
鷺
だ
バ
千
需
を
追
糠
し
、
総

額
鴬
一
千
五
、
鑓
蕊
万
バ
千
円
砂
民
な
い
り
ま

し
た
．

◇
簡
易
水
遵
事
業
特
劉
会
讃
補
正

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
五
雛
八
軒
一
万
だ
千
円
を
追
撫

し
、
総
額
一
億
八
．
繊
汽
雁
．
、
干
円
と

な
り
ま
し
た
。

纂
劔
関
墜

◇
松
之
由
町
特
建
農
撫
村
地
域
溝
動

　
支
援
基
金
条
佛

◇
「
夢
の
家
恥
の
設
羅
及
び
管
理
に

　
縄
す
る
条
例

◇
松
之
由
溝
小
谷
集
落
多
欝
的
集
会

　
施
．
敵
の
斐
麟
及
び
管
理
に
圏
す
る

　
条
鰯

◇
松
之
慮
町
下
籔
池
集
落
多
目
的
集

　
会
施
設
の
設
鐵
及
び
管
理
に
関
す

　
る
条
例

◇
松
之
由
醗
農
産
物
等
．
曝
．
施
設
の

　
設
欝
及
び
管
理
に
関
す
る
条
劔

◇
松
之
由
町
職
鍛
の
給
勢
に
醐
す
る

　
条
儲
の
一
部
を
改
礁
す
る
条
鯛

き
i
｝
き
・
き
も
も
き
i
喜
§
｛
…
・
…
キ
ξ
｝
i
i
・
5
i
・
；
｝
・
き
書
｝
…
i
ー
ー
・
書
｛
…
も
善
，
き
き
．
蓄
｝
～
き
i
i
…
…
き
｛
．
等
…
i
多
｝
量
，
三
一

　　　一　㎝　｝㎜い㎜

　一般会計補正予算の主なもの

£歳　入葺

市町輝跳税　　　　　　　　　　　　　　　3，564千円

圃定資産税　　　　　　　　　　　　　　△4，8感9千円

地方交付税　　　　　　　　　　　　　　33．000千円

「
：
…
…
…

2，400千円

3，375千湧

2．玉80千軒弓

王，渦2千円

王．352千潤

2，400千1111

a650千糧
主．925千円

£歳　畠ユ

庁鶏車購入費

廃止代替バス運行費捕助金

県営中山間地域総奮整備事業負撞金

雲椿下水道接続工事費

i　翠の湯給湯管仮埋設工事費
き

i　バリアフリーまちづくり事業負握金

i　町営住宅修繕工・事費
き

i畷、撒池餅線災離臨報

L

一般質問に答弁する礪「長

6

◇
松
之
撫
町
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
飼
の
一
部

　
を
改
疋
す
る
条
例

◇
松
之
撫
町
地
域
振
興
券
交
付
基
金

　
条
鯛
を
廃
比
す
る
条
鍵

◇
松
之
山
町
中
由
醐
地
域
湧
惟
化
推

　
進
基
金
条
例
を
廃
慮
す
る
条
例

不
在
者
投
票
が
し
や
す
く

　
不
径
巻
投
票
の
事
磁
が
緩
釈
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が

不
往
餐
投
粟
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
生
し
た
人
）

③
嬢
塞
翻
民
で
あ
る
こ
と
（
帰
化
し
た
人
の
住
断
要
件
は
、

　
単
成
濃
奪
7
月
鑛
鶏
以
離
に
像
民
票
が
作
成
さ
れ
た

　
人
．
）

④
平
成
珍
年
7
月
4
嬢
以
鹸
に
松
之
撫
町
に
住
民
麟
が
作

　
成
さ
れ
て
い
る
人
．

覇
麟
籐
灘
騰
総
瞬

　
不
控
脅
投
票
の
蒔
鋼
が
午
後
8
時
ま
で
望
け
付
け
て
い

ま
す
．
仕
事
の
後
や
帰
竃
途
中
に
も
い
け
ま
す
。

園
園
團
圏
圖

　
　
　
　
　
　
圃
函
回

　
露
営
業
の
方
な
ど
仕
事
場
が
投
票
羅
の
難
域
内
に
あ
る

方
も
不
往
毒
投
票
が
で
き
ま
す
．
ま
た
、
投
票
欝
に
親
族

の
鴛
婚
葬
祭
が
あ
る
方
も
投
票
区
域
を
問
わ
ず
不
往
蓄
投

票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

　
レ
ジ
ャ
｝
や
買
物
な
ど
の
私
駕
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
、

町
の
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、
投
票
区
の
区
域
外
に
い
る
よ

う
な
場
含
は
、
不
往
煮
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
．
族
行
や
ゴ
ル
フ
な
ど
の
予
簸
が
あ
っ
て
も
、
誹
翻
を

変
更
し
な
く
て
す
み
ま
す
。

獲
票
懇
懇
叢
灘
懸

①
松
之
山
町
に
俊
所
を
膚
す
る
人
。

⑫
年
齢
2
0
歳
以
上
の
人
（
昭
秘
55
奪
鐙
月
2
3
欝
以
前
に
磁

詳
し
い
こ
と
は
チ
ラ
シ
等
で
各
欝
醍
布
し
ま
す
．

欝廿縞は忘醒鑓，
確轍鱗を1糠瞭し轟う．

熱　紳

　璽
　癒

　
今
、
多
機
能
多
種
の
携
帯
電
護
が

利
罵
・
販
売
さ
れ
て
い
蜜
す
．
松
之

由
町
に
お
い
て
も
幾
つ
か
の
電
謡
会

歓
の
ア
ン
テ
ナ
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
の
叢
界
は
、
今
～
番
浩
気
が
あ

る
反
薩
、
熾
烈
な
盤
き
残
り
競
争
を

行
っ
て
い
蒙
す
．
1
モ
…
ド
と
い
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
搭
載
し
た

携
欝
慧
講
を
取
り
扱
う
N
T
T
ド
コ

そ
．
　
岡
じ
く
」
ー
S
k
y
と
い
う

イ
ン
タ
茎
ネ
ッ
ト
機
能
を
搭
載
し
た

携
帯
を
取
り
扱
う
」
－
p
飯
Q
n
e
．

o
z
W
e
b
と
い
う
岡
じ
く
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
機
能
を
搭
載
し
た
携
帯
を
取

り
扱
う
＆
u
。

　
今
や
イ
ン
タ
三
ネ
ッ
ト
を
携
帯
と

切
り
離
す
こ
と
は
患
来
な
く
な
り
、

最
速
簸
新
の
傭
報
驚
儒
基
地
と
な
っ

て
い
ま
す
．
今
取
り
上
げ
た
こ
の
3

社
が
今
後
、
松
之
山
瞬
に
お
い
て
普

及
す
る
で
あ
ろ
う
携
帯
亀
語
会
縫
で

あ
り
、
揖
本
の
携
帯
電
誰
の
シ
ェ

ア
ー
を
大
き
く
握
っ
て
い
る
会
社
で

も
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
携
帯
電
誕
の
機
能
は
ど
ん
ど

ん
進
化
し
、
今
で
は
銀
行
の
鐵
込
・

携
帯
電
話

振
替
、
近
い
う
ち
に
覆
販
機
と
接
続

し
て
漢
え
る
カ
ー
ド
機
能
を
持
つ
よ

う
に
も
な
る
よ
う
で
す
、

　
し
か
し
、
こ
の
擁
帯
電
議
は
電
牽

乗
車
時
に
は
使
え
な
い
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
ご
霧
餓
の
こ
と
と
は
思
い

該
す
が
、
ぺ
…
ス
メ
ー
カ
ー
を
付
け

ら
れ
た
方
が
い
た
場
奮
、
そ
の
ぺ
ー

ス
メ
…
カ
ー
が
誤
作
動
を
趨
こ
し
取

り
遜
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
．

　
基
本
的
な
マ
ナ
ー
と
し
て
、
J
R
．

鴬
懸
・
都
営
全
て
の
電
毒
内
で
の
携

欝
電
語
の
痩
期
は
勿
論
、
電
源
も
切

る
よ
う
に
と
必
ず
灘
内
放
送
で
も
漉

れ
て
き
ま
す
。
薪
幹
線
に
お
い
て
は

デ
ッ
キ
に
お
い
て
の
み
僅
鶏
い
た
だ

け
ま
す
。

　
私
は
こ
の
事
を
忘
れ
て
し
ま
い
、

い
つ
も
電
源
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
東
禁
へ
來

ら
れ
た
際
は
必
ず
電
源
を
切
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
状
混
に
よ
っ
て

は
か
な
り
厳
し
い
環
で
見
ら
れ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
東
憲
事
務
斯
　
滝
沢
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1
⑩
⑩
ト
ー

歴飼鱈⑳歳
敬老のお祝

高橋シチさん（天水島　門七）

柑山貞治さん（上川手東屋）

わが家の人気者

たいが
大河ちゃん登場　（2歳〉

　小野塚敬之・智子さん長男

　　　　　　藤愈（豊則〉

　家ではギたいが、たいちゃ

ん」と呼ばれています．お父

さんお母さんのことをヂパパ、

ママ」と呼んでいます。

　好きな食べ物はゼンマイに

スパゲティ、カレーです。お

気に入りのおもちゃは、単に

砂場、ミニカー、プラレール

です。

　この前、お母さんと弟の雄

大と3人で飯由線の津南から

森寓の漂まで乗ってきました。

1お母さんから一一一蓄】

　とても弟思いで（時には大

瞳嘩〉お母さんの手伝いをし

てくれます、

　明るく元気に飛び鐡て）て、

そして、人の痛みが分かる優

しい子になってほしいです。

村由貞治さん高橋シチさん

　
九
月
十
三
臼
に
敬
老
の
蹟
に
あ
わ

せ
て
、
総
理
大
距
と
県
知
事
か
ら
欝

歳
に
な
る
高
橋
シ
チ
さ
ん
と
醤
慮
嚢

治
さ
ん
に
視
い
状
と
お
祝
い
の
繍
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
人
と
も
お
元
気
で
、
紺
由
さ
ん

は
、
纏
晩
晩
酌
を
欠
か
さ
ず
、
食
べ

物
も
軟
ら
か
く
す
れ
ば
何
で
も
食
べ

る
そ
う
で
す
。
建
腰
は
少
し
弱
く
な

り
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
座
っ
て
対

旛
し
て
い
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
も
身
の
翻
り
の
こ
と
は

全
部
膚
分
で
出
來
、
建
腰
も
強
く

ち
ゃ
ん
と
歩
け
る
そ
う
で
す
。
允
餓

の
秘
訣
は
養
命
溺
を
簿
β
飲
ん
で
い

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
．

　
松
之
由
町
で
は
嵩
齢
化
率
が
縢
幸

％
を
越
え
、
八
十
歳
以
上
の
方
も
。

否
穴
十
名
い
ま
す
．
し
か
し
、
お
二

人
の
よ
う
に
健
康
で
長
盆
き
で
き
れ

ば
、
そ
れ
は
繁
購
ら
し
い
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

自然の中で思いきり遊んだ

子ども長期

自然体験村

　
糠
年
に
引
き
続
き
、
町
教
育
委
鰹

会
で
実
行
委
輿
会
を
組
織
し
、
文
部

省
事
業
で
あ
る
「
子
ど
も
長
期
自
然

体
験
村
砧
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

咋
今
の
爵
少
奪
間
題
を
受
け
て
、
園

が
「
簿
少
無
の
成
長
に
長
期
間
の
自

然
体
験
、
生
潜
体
験
が
必
要
幅
と
考

え
て
生
ま
れ
た
事
業
で
す
．
松
之
山

町
で
は
十
蕊
泊
十
罎
鷺
の
繕
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
浦
昭
の
由
村
留
学
セ
ン
タ
ー
で
は

十
七
人
の
子
供
た
ち
の
声
が
響
き
わ

た
り
、
「
個
人
で
飼
が
で
き
る
か
』
に

重
点
を
置
い
て
活
動
が
展
闘
し
ま
し

た
。　

潮
帯
は
キ
ャ
ン
プ
、
海
活
動
、
わ

ら
細
工
、
竹
細
工
、
川
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
た
．
さ
ら
に
、
五
泊
六
欝
の

農
家
民
泊
を
し
、
農
家
の
乎
伝
い
を

婚
め
、
浦
磁
の
膚
然
の
中
で
駆
け
回

り
、
だ
ん
だ
ん
と
逞
し
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
松
之
山
の
自
然
と
入
の
優
し
さ
の

中
で
の
活
動
で
、
後
半
は
ま
さ
に
「
こ

れ
や
り
た
い
篇
の
ラ
ッ
シ
ュ
。
指
導

側
も
、
な
る
べ
く
そ
の
気
持
ち
に
添

え
る
よ
う
様
々
な
濡
動
を
胴
意
。
絵

を
描
き
た
い
、
き
れ
い
な
景
色
を
た

く
さ
ん
み
た
い
、
弓
矢
を
作
り
た
い
、

川
を
探
検
し
た
い
、
等
々
子
供
た
ち

は
先
を
争
う
よ
う
に
濡
動
に
の
め
り

込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
後
帯
の
子
供

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、
納
得
の
い
く

ま
で
遊
び
続
け
ま
し
た
。

　
簸
終
旧
に
は
深
坂
峰
か
ら
「
霞
分

と
の
戦
い
」
と
称
し
て
十
瓢
計
の
デ

イ
ハ
イ
ク
を
行
い
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
全
員
が
完
歩
。
解
散
時
に
は
「
も
っ

と
松
之
由
に
い
た
ど
と
い
う
気
持

ち
か
ら
な
か
な
か
親
元
に
い
か
ず
、

ヱ
米
葎
は
、
松
之
山
に
山
材
留
学
す

る
幅
と
い
う
子
も
お
り
、
親
御
さ
ん

は
複
雑
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
礁

♂照1・黎
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老
人
ホ
ー
ム
一
臼
体
験

　
　
　
　
　
　
　
松
之
出
中
学
校

　
九
月
二
十
三
鷺
に
特
獅
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
不
老
韻
偏
に
お
い
て
松
之

山
中
学
生
十
二
名
が
…
欝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
捧
験
を
し
ま
し
た
。

　
中
学
盤
は
、
最
初
、
施
設
の
鋭
明

を
受
け
た
後
、
エ
プ
ロ
ン
を
蕊
け
、

灘
を
洗
い
、
う
が
い
を
し
て
ベ
ッ
ド

の
シ
ー
ツ
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
介

護
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
箆
よ

う
一
兇
ま
ね
で
シ
…
ツ
み
父
換
を
実
際
に

行
い
、
約
薫
幸
・
床
の
シ
…
ツ
を
交
換

し
ま
し
た
．
こ
の
勉
に
も
食
事
介
助

や
オ
ム
ツ
た
た
み
、
施
設
の
掃
除
な

ど
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
ま
し
た
．

・
糠
譲

騨

　
き

‘
饗
癒

シーツ交換をする中学生

懸灘i嚢魏欝灘織醸懸i鐸．議　　　　・、難欝馨

穣穂を使った錨りを作っていました

障
害
者
通
所
作
業
所

　
　
し
ぶ
み
の
家

　
瞳
讐
潔
の
た
め
に
、
通
所
俸
業
所

が
ほ
し
い
、
そ
ん
な
辮
に
悠
え
る
た

め
、
松
代
町
に
障
霧
轡
通
漸
作
叢
筋

「
し
ぶ
み
の
家
』
が
あ
り
ま
す
。

　
境
径
、
牽
五
名
の
方
が
通
い
、
松

之
出
町
か
ら
は
穴
名
の
方
が
参
繍
し

て
い
ま
す
。
作
業
内
容
は
体
乳
パ
ッ

ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
野
菜
作
り
、
内

職
な
ど
で
す
が
、
保
健
婦
さ
ん
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
大
勢
い
て
、
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
を
し
た
り
、
お
し
や

べ
り
し
な
が
ら
始
終
楽
し
そ
う
な
雰

翻
気
の
申
で
行
わ
れ
て
い
豪
し
た
。

　
し
ぶ
み
の
家
で
は
隼
乳
パ
ッ
ク
や

い
ら
な
い
秘
膿
や
タ
オ
ル
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
寄
付
く
だ
さ
い
。

郡
社
会
福
祉
大
会

　
先
願
郡
穀
会
編
縫
大
会
が
牧
樗
民

体
費
館
で
行
わ
れ
、
松
之
由
驚
で
は

跳
懲
婁
鰻
の
村
山
郁
子
さ
ん
ら
4
人

が
功
労
衷
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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化
の
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膏
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篠
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深
め
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こ
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穏
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簿
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郡
内
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行
わ
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す
．
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、
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ク
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鴛
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牧
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切
光
神
楽
縣
が
保
葎
会
の
皆
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蕎
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偏
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し
て
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か
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ま
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ど
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方
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ど
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験
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通
し
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語
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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獺
　
さ
誰

畷
城
る
の
牧

洲
頸
ふ
㌔
．

　
　
東
　
牧

　
今
肩
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牧
麺
か
ら
、
歴
吏
民
俗
資

料
館
を
紹
介
し
ま
す
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こ
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し
、
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上
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織
五
牽
八
卑
に
霧
黛
畜
墳

公
園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
　
｝

階
の
常
設
展
示
窯
で
は
窯
に
古
墳
で

発
掘
さ
れ
た
出
土
贔
が
、
二
階
の
展

承
室
で
は
先
人
が
知
恵
と
技
術
に

よ
っ
て
作
り
綴
し
た
盤
活
期
翼
や
磁

産
襯
異
な
ど
が
展
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歴
吏
跳
俗
資
料
館
の
メ
イ
ン

と
な
る
展
承
物
は
、
露
撮
霞
墳
群
第

十
｝
　
簿
欝
墳
石
窯
で
発
掘
さ
れ
た

「
金
鋼
襲
鰐
頭
太
刀
」
。
鋼
の
上
か
ら

金
箔
を
巻
い
た
豪
蕪
な
も
の
で
、
樋

の
部
分
に
は
窟
蕊
の
模
様
が
描
か
れ

て
お
り
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
刀
が
発
掘
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
欝
墳
時
代
に
お
い
て

牧
樗
は
璽
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
紅
な
り
ま
し

た
。　

地
に
も
歴
吏
的
に
嚢
重
な
鹸
物
が

多
数
展
承
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
騰
吏
疑
総

資
料
館
に
お
“
で
く
だ
さ
い
．

お
問
い
禽
わ
せ
兜

　
牧
材
歴
史
民
総
資
料
館

　
簸
○
蕊
五
五
滋
讐
丁
烈
～
、
七

闘
館
時
問

　
午
離
九
時
～
午
後
灘
時
、
○
分

入
館
料

　
大
人
…
…
…
二
〇
〇
綿

　
子
供
…
…
…
｝
○
○
還

　
　
ハ
鐡
捧
割
引
も
あ
り
ま
す
）

休
鰭
萄

　
鎌
月
末
9
、
簿
週
月
曜
鷺
（
祝
臓

の
場
合
は
翌
欝
）
、
葎
宋
葎
始

患土した金鋼飲iRi震太刀
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歴飼鱈⑳歳
敬老のお祝
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　好きな食べ物はゼンマイに

スパゲティ、カレーです。お

気に入りのおもちゃは、単に

砂場、ミニカー、プラレール

です。

　この前、お母さんと弟の雄

大と3人で飯由線の津南から

森寓の漂まで乗ってきました。

1お母さんから一一一蓄】

　とても弟思いで（時には大

瞳嘩〉お母さんの手伝いをし

てくれます、

　明るく元気に飛び鐡て）て、
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九
月
十
三
臼
に
敬
老
の
蹟
に
あ
わ

せ
て
、
総
理
大
距
と
県
知
事
か
ら
欝

歳
に
な
る
高
橋
シ
チ
さ
ん
と
醤
慮
嚢

治
さ
ん
に
視
い
状
と
お
祝
い
の
繍
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
人
と
も
お
元
気
で
、
紺
由
さ
ん

は
、
纏
晩
晩
酌
を
欠
か
さ
ず
、
食
べ

物
も
軟
ら
か
く
す
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も
食
べ
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そ
う
で
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。
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少
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な
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し
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た
。
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．
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縢
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．
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要
と

し
て
い
ま
す
。
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
寄
付
く
だ
さ
い
。

郡
社
会
福
祉
大
会

　
先
願
郡
穀
会
編
縫
大
会
が
牧
樗
民

体
費
館
で
行
わ
れ
、
松
之
由
驚
で
は

跳
懲
婁
鰻
の
村
山
郁
子
さ
ん
ら
4
人

が
功
労
衷
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
少
子
・
蕩
齢
化
の

中
、
難
か
な
長
寿
鍵
会
の
夷
親
と
と

も
に
、
子
供
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て

膏
っ
て
い
け
る
地
域
被
会
を
目
指
し

て
、
祇
会
篠
祇
に
た
い
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
穏
的
に
、
簿
年
郡
内

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
今
麟
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
鴛
ン
で
牧

村
の
「
切
光
神
楽
縣
が
保
葎
会
の
皆

さ
ん
に
よ
り
行
わ
れ
、
紀
念
公
演
と

し
て
、
黒
麿
秩
子
さ
ん
よ
り
「
共
に

蕎
つ
偏
と
題
し
て
、
幼
兇
か
ら
蕩
校

生
ま
で
の
攣
ど
も
の
接
し
方
な
ど
を

体
験
を
通
し
て
語
し
て
く
れ
ま
し
た
。

嚢彰を受ける材寅郁子・さん

　
　
　
　
　
詠

　
　
　
　
　
捗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
資

騰
娩
窺

獺
　
さ
誰

畷
城
る
の
牧

洲
頸
ふ
㌔
．

　
　
東
　
牧

　
今
肩
は
牧
麺
か
ら
、
歴
吏
民
俗
資

料
館
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
歴
寅
跳
総
資
料
館
は
、
先
人

た
ち
の
残
し
た
文
化
遣
産
を
理
解
し
、

そ
の
上
に
明
る
い
牽
来
を
築
く
た
め

に
と
、
昭
織
五
牽
八
卑
に
霧
黛
畜
墳

公
園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
　
｝

階
の
常
設
展
示
窯
で
は
窯
に
古
墳
で

発
掘
さ
れ
た
出
土
贔
が
、
二
階
の
展

承
室
で
は
先
人
が
知
恵
と
技
術
に

よ
っ
て
作
り
綴
し
た
盤
活
期
翼
や
磁

産
襯
異
な
ど
が
展
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歴
吏
跳
俗
資
料
館
の
メ
イ
ン

と
な
る
展
承
物
は
、
露
撮
霞
墳
群
第

十
｝
　
簿
欝
墳
石
窯
で
発
掘
さ
れ
た

「
金
鋼
襲
鰐
頭
太
刀
」
。
鋼
の
上
か
ら

金
箔
を
巻
い
た
豪
蕪
な
も
の
で
、
樋

の
部
分
に
は
窟
蕊
の
模
様
が
描
か
れ

て
お
り
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
刀
が
発
掘
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
欝
墳
時
代
に
お
い
て

牧
樗
は
璽
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
紅
な
り
ま
し

た
。　

地
に
も
歴
吏
的
に
嚢
重
な
鹸
物
が

多
数
展
承
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
騰
吏
疑
総

資
料
館
に
お
“
で
く
だ
さ
い
．

お
問
い
禽
わ
せ
兜

　
牧
材
歴
史
民
総
資
料
館

　
簸
○
蕊
五
五
滋
讐
丁
烈
～
、
七

闘
館
時
問

　
午
離
九
時
～
午
後
灘
時
、
○
分

入
館
料

　
大
人
…
…
…
二
〇
〇
綿

　
子
供
…
…
…
｝
○
○
還

　
　
ハ
鐡
捧
割
引
も
あ
り
ま
す
）

休
鰭
萄

　
鎌
月
末
9
、
簿
週
月
曜
鷺
（
祝
臓

の
場
合
は
翌
欝
）
、
葎
宋
葎
始

患土した金鋼飲iRi震太刀

亨
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事
業
内
容

　
　
　
　
　
紛
／
絡
～
”
／
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
…
…
」

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
（
シ
ル
ク
ス
ク
》
妻
ン
と

　
来
年
の
年
賀
状
は
、
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
で
ど
う
で
す
か
．

▼
期
撮
　
鈴
月
欝
繕
（
月
）

▼
晦
問
　
午
後
7
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
9
時
30
分

▼
会
場
淺
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
藁
村
慶
畢
さ
ん

　
各
チ
…
ム
が
町
長
杯
を
め
ざ
し
、

2
欝
聞
に
わ
た
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

▼
期
縫
　
憩
月
掲
日
（
月
）
η
鷺
（
火
）

▼
時
間
　
午
後
6
縛
3
0
分
～

▼
場
所
町
残
体
袴
餓

囲
麟
騨
ロ

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
っ
毛
筆

の
こ
つ
を
学
び
ま
す
。

▼
期
臼
　
欝
月
2
3
欝
（
月
）

▼
時
醐
　
午
後
7
時
～

▼
場
所
欝
然
休
養
紺
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
顯
辺
誠
…
…
さ
ん

－
…
…
…
ー
…
…
ー
…
ー
…
…
．
ー
，
ー
」

謄
壽
撒
痒
…
」

　
楽
し
み
な
が
ら
黄
会
詣
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
鷺
　
m
月
鍛
a
（
火
〉

　
　
　
　
難
弩
澱
鷺
（
火
）

▼
時
闘
　
午
後
7
晦
3
0
分
＄

▼
場
飯
　
麹
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

▼
講
師
　
菊
漂
轟
美
究
生

　
　
　
　
　
　
　
（
松
轟
教
諭
）

㎜
、
、
…
劉
織
、
萎
、
…
，
…
｝
，
，
…
…
｝

　
欝
産
繍
の
販
売
や
試
食
コ
至
ナ
ー
、

そ
し
て
、
鍵
謡
や
舞
踏
発
褒
．

　
霧
道
や
絵
麟
、
ノ
　
　
繊
け
花
、

陶
芸
な
ど
が
展
承
さ
れ
ま
す
．
ご
近

駈
お
誘
い
舎
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け

／＼

だ
さ
い
．

▼
期
穣
　
紛
月
％
欝
（
土
〉
～

　
　
　
　
　
　
鈴
謎
貧
）

　
＊
農
業
祭
・
芸
能
祭
は
2
9
欝
の
み

▼
時
閥
　
午
離
9
時
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
栂
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
町
体
資
館

　
大
学
撫
の
皆
さ
ん
王
年
間
ご
蕾
労

様
で
し
た
、
町
長
よ
り
講
瀬
を
い
た

だ
き
、
学
習
の
総
ま
と
め
と
挙
業
式

i　　4

を
行
い
ま
す
．

▼
期
撮
　
H
月
2
田
（
木
）

▼
蒋
闘
　
午
筋
圭
o
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
王
時

▼
場
漸
織
然
休
養
将
セ
ン
タ
…

ニ
ヨ
ヨ
教
室

　
簸
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
整
は
　
「
ダ
ン

ボ
…
ル
で
遊
ぼ
う
怖
で
す
．
さ
て
、

ダ
ン
ボ
…
ル
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
か
な
．

▼
期
段
U
月
7
緯
〈
火
〉

▼
時
間
　
午
醜
9
時
～
難
時

▼
場
勝
懲
然
休
養
栂
セ
ン
タ
ー

調墾

繍測

　
今
奪
の
湯
鳥
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

欝
館
の
電
子
オ
ル
ガ
ン
奏
巌
、
大
鋳

彰
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
欝
繭
し
ま

し
た
．
幾
欝
は
午
繭
が
小
学
盗
、
隼

後
か
ら
は
中
学
盤
を
講
象
に
公
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
～
般

の
皆
様
に
は
夜
の
公
演
で
お
闘
き
い

た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
心
を
打

つ
感
動
の
演
奏
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ

さ
い
．

★
｝
般
の
部

▼
期
檬
　
慧
月
9
欝
（
木
）

▼
会
場
　
町
跳
体
欝
館

▼
醐
場
峯
後
6
時

▼
賜
演
　
午
後
6
時
30
分

　
成
人
実
環
講
座
、
現
代
お
や
じ
学

講
座
合
飼
で
行
い
ま
す
。
串
蕪
料
理

の
こ
つ
を
プ
環
か
ら
伝
授
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
期
旧
　
難
月
紛
欝
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
3
0
分
㌻

▼
場
斯
　
感
然
休
養
村
セ
ン
タ
茎

▼
講
麟
　
滝
沢
恵
治
さ
ん

　
昨
奪
に
昨
年
に
引
き
続
き
粒
山
紅

郵
書
懸
展
を
闘
催
い
た
し
ま
す
。
氏

の
残
さ
れ
た
数
々
の
霧
醐
の
す
ば
ら

し
さ
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▼
期
撮
　
U
月
王
照
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
欝
欝
（
月
）

　
　
休
館
田
は
火
曜
β
で
す
。

▼
時
闘
午
醜
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
30
分

▼
場
勝
　
松
之
由
郷
斑
俗
資
料
館

（
紅
郵
民
が
描
か
れ
た
窪
最
を
お
持

ち
の
方
や
、
持
っ
て
い
る
方
を
お
惣

り
の
方
は
公
民
館
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
．
）
　
惣
6
…
2
2
6
5

饗o

Ψ

　
中
学
生
が
β
頃
考
え
て
い
る
意
見
を
発
表
す
る
場
で
あ
る
「
薮
潟
県
少
葎
の

主
張
大
会
・
わ
た
し
の
孟
張
」
東
頸
城
地
区
大
会
が
先
頃
、
松
之
山
中
学
校
調

催
さ
れ
、
松
之
由
中
学
校
か
ら
代
表
で
野
本
霞
佳
豊
さ
ん
と
久
保
懸
良
さ
ん
が

発
蓑
し
、
優
秀
賞
と
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
．

　
窪
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
締
だ
ろ

う
か
？
巖
近
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
よ

く
思
い
ま
す
．

　
私
は
こ
の
春
、
十
菰
歳
に
な
り
ま

し
た
．
十
五
歳
と
い
え
ば
受
験
や
進

蕗
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
や
り
た
い

こ
と
や
将
來
に
つ
い
て
も
驚
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
年
令
で
す
。
自
分
の

こ
れ
か
ら
の
人
隻
の
一
部
を
毒
え
．

決
め
る
と
て
も
大
切
で
量
要
な
奪
で

す
。　

蕃
の
私
は
、
十
五
歳
の
窃
分
な
ん

て
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
．
…

体
ど
ん
な
中
学
焦
に
な
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
今
と
は
全
然
違
う
溝
え
方

を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
？
疑
問
は

山
の
よ
う
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の

場
で
答
え
が
出
て
く
る
よ
う
な
疑
問

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
そ
し
て
、
私
は
今
、
十
五
歳
で
す
．

蕎
の
私
の
疑
問
に
答
え
が
趨
せ
る
年

に
な
り
ま
し
た
、

　
今
の
私
は
、
欝
の
露
分
と
捻
べ
て

・
得
た
も
の
、
炎
っ
た
も
の
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
考
え
方
だ
っ
て
少
し
違
っ

て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
私
が
私
で
あ
る
こ
と
は
、
粥
｝

つ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
．

　
十
五
歳
の
私
に
は
今
、
夢
が
あ
り

ま
す
．
醐
時
に
迷
っ
て
い
ま
す
．
受

験
や
進
路
の
こ
と
を
餓
に
し
な
く
て

も
よ
か
っ
た
普
の
私
な
ら
、
迷
わ
ず

轟
っ
蔵
ぐ
建
そ
の
夢
を
晃
つ
め
て
い

た
で
し
ょ
う
、
で
も
、
今
の
私
は
、

理
実
が
晃
え
始
め
て
き
て
し
ま
っ
た

　
家
磨
に
よ
っ
て
毒
え
方
は
違
い
ま

す
が
、
δ
い
学
校
、
い
い
会
教
漏
そ

う
海
え
て
い
る
家
庭
は
少
な
く
も
な

い
は
ず
で
す
．
で
も
、
気
づ
い
て
い

豪
す
か
？
そ
れ
が
攣
供
の
夢
を
、
錺

蟹
を
押
し
つ
ぶ
し
て
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
．

　
私
も
そ
れ
を
恐
れ
て
い
た
の
だ
と

思
い
家
す
．
だ
か
ら
夢
を
追
う
か
競

婁
を
箆
る
か
迷
い
だ
し
た
の
で
す
．

　
夢
．
夢
を
見
る
こ
と
は
素
敵
だ
し
、

夢
と
い
う
露
葉
に
好
感
を
拷
つ
入
は

多
い
で
し
ょ
う
．
し
か
し
、
人
の
夢

わ
た
し
の
轟
藁
登
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
鋸
祉
．
糠
健
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
…
ー
…
…
」

　
な
ぜ
、
私
が
そ
う
思
う
よ
う
に

な
っ
た
か
と
い
う
と
、
以
鹸
読
ん
だ

こ
と
の
あ
る
本
の
憲
人
公
は
「
仕
方

な
鎗
と
い
う
霞
葉
が
嫌
い
だ
っ
た

の
で
す
．
そ
れ
は
あ
き
ら
め
る
こ
と

や
妥
協
を
せ
ず
に
、
伺
箏
も
本
気
で

目
指
し
、
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
だ

と
感
じ
蜜
し
た
、

　
こ
の
本
を
読
ん
で
か
ら
、
私
は
自

分
の
夢
㌶
対
し
て
、
あ
ま
り
に
も
溝

極
酌
で
巖
初
か
ら
あ
き
ら
め
放
し
で

あ
る
こ
と
に
無
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
飼
か
を
縫
指
し
た
の

な
ら
、
そ
れ
な
り
に
弼
か
と
ぶ
つ
か

り
、
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
．
し
か
し
、
こ
こ
で
あ
き
ら

め
た
ら
以
麟
の
私
と
綱
じ
で
す
．

　
簡
単
に
叶
う
夢
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

本
気
で
湧
指
す
も
の
が
あ
る
な
ら
、

幾
多
の
瞥
難
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
賃
け
ず
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
．
そ
れ
が
で
き
た
と

き
祷
め
て
夢
が
親
実
に
な
る
で
し
ょ

う
。　

そ
の
事
を
知
っ
た
今
の
私
は
、
こ

れ
か
ら
の
私
に
、
そ
の
事
を
よ
く
教

え
、
雷
い
翻
か
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
私
が
、
あ
き
ら

め
、
く
じ
け
な
い
よ
う
に
．

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
私
へ
。

「
こ
れ
か
ら
の
あ
な
た
は
幾
度
と
な

く
迷
い
、
悩
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
霞
分
か
ら
逃
げ
患
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
自
分
か
ら
逃
げ
灘
し
て

し
ま
え
ば
、
鹸
に
進
む
こ
と
は
で
き

康
せ
ん
．
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
あ

な
た
に
は
、
霞
分
の
思
う
よ
う
に
蛋

き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
．
そ
れ
が

今
の
私
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
私
へ
贈

る
願
い
で
す
2

の
で
す
．
枇
会
と
い
う
税
実
が
…
．

　
今
の
耗
会
は
学
歴
や
受
験
戦
争
な

ど
で
、
患
が
誌
ま
り
そ
う
な
敏
会
で

す
、
改
薄
の
方
尚
に
進
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
い
濠
だ
に
蕾
し
い

こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
．
掌

癒
の
本
分
は
勉
強
で
す
が
、
そ
の
勉

強
で
人
闘
と
し
て
の
慶
劣
が
つ
け
、
b

れ
て
拳
嘉
に
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
に
夢
を
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
も
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

と
書
い
て
僻
い
と
読
み
ま
す
、
こ
の

掌
を
晃
る
度
に
「
私
の
夢
も
鰺
く

散
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
2
と

愚
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
．
こ
の
こ
と
が
頭
か
ら
な
か
な
か

離
れ
豪
せ
ん
で
し
た
．

　
し
か
し
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
「
夢

が
捗
い
か
ら
逃
げ
て
も
い
い
の
か
？

劔
も
試
し
も
せ
ず
に
、
鍛
窃
か
ら
あ

き
ら
め
て
逃
げ
遊
を
作
っ
て
い
い
の

か
？
貼
そ
う
思
え
て
き
た
の
で
す
．

あ
な
た
の
調
査
票
も
集
計
中

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
鐡
も
調
奮
票
の
醍
布
・
働
収
が

無
事
終
わ
り
ま
し
た
．

　
纂
讃
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た

も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
聲
。

　
結
粟
は
、
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
鐡
復
立
て
ら
れ
ま
す
喚
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事
業
内
容

　
　
　
　
　
紛
／
絡
～
”
／
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
…
…
」

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
（
シ
ル
ク
ス
ク
》
妻
ン
と

　
来
年
の
年
賀
状
は
、
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
で
ど
う
で
す
か
．

▼
期
撮
　
鈴
月
欝
繕
（
月
）

▼
晦
問
　
午
後
7
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
9
時
30
分

▼
会
場
淺
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
藁
村
慶
畢
さ
ん

　
各
チ
…
ム
が
町
長
杯
を
め
ざ
し
、

2
欝
聞
に
わ
た
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

▼
期
縫
　
憩
月
掲
日
（
月
）
η
鷺
（
火
）

▼
時
間
　
午
後
6
縛
3
0
分
～

▼
場
所
町
残
体
袴
餓

囲
麟
騨
ロ

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
っ
毛
筆

の
こ
つ
を
学
び
ま
す
。

▼
期
臼
　
欝
月
2
3
欝
（
月
）

▼
時
醐
　
午
後
7
時
～

▼
場
所
欝
然
休
養
紺
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
顯
辺
誠
…
…
さ
ん

－
…
…
…
ー
…
…
ー
…
ー
…
…
．
ー
，
ー
」

謄
壽
撒
痒
…
」

　
楽
し
み
な
が
ら
黄
会
詣
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
鷺
　
m
月
鍛
a
（
火
〉

　
　
　
　
難
弩
澱
鷺
（
火
）

▼
時
闘
　
午
後
7
晦
3
0
分
＄

▼
場
飯
　
麹
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

▼
講
師
　
菊
漂
轟
美
究
生

　
　
　
　
　
　
　
（
松
轟
教
諭
）

㎜
、
、
…
劉
織
、
萎
、
…
，
…
｝
，
，
…
…
｝

　
欝
産
繍
の
販
売
や
試
食
コ
至
ナ
ー
、

そ
し
て
、
鍵
謡
や
舞
踏
発
褒
．

　
霧
道
や
絵
麟
、
ノ
　
　
繊
け
花
、

陶
芸
な
ど
が
展
承
さ
れ
ま
す
．
ご
近

駈
お
誘
い
舎
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け

／＼

だ
さ
い
．

▼
期
穣
　
紛
月
％
欝
（
土
〉
～

　
　
　
　
　
　
鈴
謎
貧
）

　
＊
農
業
祭
・
芸
能
祭
は
2
9
欝
の
み

▼
時
閥
　
午
離
9
時
～

▼
場
所
　
自
然
休
養
栂
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
町
体
資
館

　
大
学
撫
の
皆
さ
ん
王
年
間
ご
蕾
労

様
で
し
た
、
町
長
よ
り
講
瀬
を
い
た

だ
き
、
学
習
の
総
ま
と
め
と
挙
業
式

i　　4

を
行
い
ま
す
．

▼
期
撮
　
H
月
2
田
（
木
）

▼
蒋
闘
　
午
筋
圭
o
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
王
時

▼
場
漸
織
然
休
養
将
セ
ン
タ
…

ニ
ヨ
ヨ
教
室

　
簸
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
整
は
　
「
ダ
ン

ボ
…
ル
で
遊
ぼ
う
怖
で
す
．
さ
て
、

ダ
ン
ボ
…
ル
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
か
な
．

▼
期
段
U
月
7
緯
〈
火
〉

▼
時
間
　
午
醜
9
時
～
難
時

▼
場
勝
懲
然
休
養
栂
セ
ン
タ
ー

調墾

繍測

　
今
奪
の
湯
鳥
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

欝
館
の
電
子
オ
ル
ガ
ン
奏
巌
、
大
鋳

彰
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
欝
繭
し
ま

し
た
．
幾
欝
は
午
繭
が
小
学
盗
、
隼

後
か
ら
は
中
学
盤
を
講
象
に
公
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
～
般

の
皆
様
に
は
夜
の
公
演
で
お
闘
き
い

た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
心
を
打

つ
感
動
の
演
奏
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ

さ
い
．

★
｝
般
の
部

▼
期
檬
　
慧
月
9
欝
（
木
）

▼
会
場
　
町
跳
体
欝
館

▼
醐
場
峯
後
6
時

▼
賜
演
　
午
後
6
時
30
分

　
成
人
実
環
講
座
、
現
代
お
や
じ
学

講
座
合
飼
で
行
い
ま
す
。
串
蕪
料
理

の
こ
つ
を
プ
環
か
ら
伝
授
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
期
旧
　
難
月
紛
欝
（
金
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
3
0
分
㌻

▼
場
斯
　
感
然
休
養
村
セ
ン
タ
茎

▼
講
麟
　
滝
沢
恵
治
さ
ん

　
昨
奪
に
昨
年
に
引
き
続
き
粒
山
紅

郵
書
懸
展
を
闘
催
い
た
し
ま
す
。
氏

の
残
さ
れ
た
数
々
の
霧
醐
の
す
ば
ら

し
さ
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▼
期
撮
　
U
月
王
照
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
欝
欝
（
月
）

　
　
休
館
田
は
火
曜
β
で
す
。

▼
時
闘
午
醜
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
30
分

▼
場
勝
　
松
之
由
郷
斑
俗
資
料
館

（
紅
郵
民
が
描
か
れ
た
窪
最
を
お
持

ち
の
方
や
、
持
っ
て
い
る
方
を
お
惣

り
の
方
は
公
民
館
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
．
）
　
惣
6
…
2
2
6
5

饗o

Ψ

　
中
学
生
が
β
頃
考
え
て
い
る
意
見
を
発
表
す
る
場
で
あ
る
「
薮
潟
県
少
葎
の

主
張
大
会
・
わ
た
し
の
孟
張
」
東
頸
城
地
区
大
会
が
先
頃
、
松
之
山
中
学
校
調

催
さ
れ
、
松
之
由
中
学
校
か
ら
代
表
で
野
本
霞
佳
豊
さ
ん
と
久
保
懸
良
さ
ん
が

発
蓑
し
、
優
秀
賞
と
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
．

　
窪
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
締
だ
ろ

う
か
？
巖
近
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
よ

く
思
い
ま
す
．

　
私
は
こ
の
春
、
十
菰
歳
に
な
り
ま

し
た
．
十
五
歳
と
い
え
ば
受
験
や
進

蕗
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
や
り
た
い

こ
と
や
将
來
に
つ
い
て
も
驚
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
年
令
で
す
。
自
分
の

こ
れ
か
ら
の
人
隻
の
一
部
を
毒
え
．

決
め
る
と
て
も
大
切
で
量
要
な
奪
で

す
。　

蕃
の
私
は
、
十
五
歳
の
窃
分
な
ん

て
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
．
…

体
ど
ん
な
中
学
焦
に
な
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
今
と
は
全
然
違
う
溝
え
方

を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
？
疑
問
は

山
の
よ
う
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の

場
で
答
え
が
出
て
く
る
よ
う
な
疑
問

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

　
そ
し
て
、
私
は
今
、
十
五
歳
で
す
．

蕎
の
私
の
疑
問
に
答
え
が
趨
せ
る
年

に
な
り
ま
し
た
、

　
今
の
私
は
、
欝
の
露
分
と
捻
べ
て

・
得
た
も
の
、
炎
っ
た
も
の
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
考
え
方
だ
っ
て
少
し
違
っ

て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
私
が
私
で
あ
る
こ
と
は
、
粥
｝

つ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
．

　
十
五
歳
の
私
に
は
今
、
夢
が
あ
り

ま
す
．
醐
時
に
迷
っ
て
い
ま
す
．
受

験
や
進
路
の
こ
と
を
餓
に
し
な
く
て

も
よ
か
っ
た
普
の
私
な
ら
、
迷
わ
ず

轟
っ
蔵
ぐ
建
そ
の
夢
を
晃
つ
め
て
い

た
で
し
ょ
う
、
で
も
、
今
の
私
は
、

理
実
が
晃
え
始
め
て
き
て
し
ま
っ
た

　
家
磨
に
よ
っ
て
毒
え
方
は
違
い
ま

す
が
、
δ
い
学
校
、
い
い
会
教
漏
そ

う
海
え
て
い
る
家
庭
は
少
な
く
も
な

い
は
ず
で
す
．
で
も
、
気
づ
い
て
い

豪
す
か
？
そ
れ
が
攣
供
の
夢
を
、
錺

蟹
を
押
し
つ
ぶ
し
て
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
．

　
私
も
そ
れ
を
恐
れ
て
い
た
の
だ
と

思
い
家
す
．
だ
か
ら
夢
を
追
う
か
競

婁
を
箆
る
か
迷
い
だ
し
た
の
で
す
．

　
夢
．
夢
を
見
る
こ
と
は
素
敵
だ
し
、

夢
と
い
う
露
葉
に
好
感
を
拷
つ
入
は

多
い
で
し
ょ
う
．
し
か
し
、
人
の
夢

わ
た
し
の
轟
藁
登
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、
鋸
祉
．
糠
健
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
…
ー
…
…
」

　
な
ぜ
、
私
が
そ
う
思
う
よ
う
に

な
っ
た
か
と
い
う
と
、
以
鹸
読
ん
だ

こ
と
の
あ
る
本
の
憲
人
公
は
「
仕
方

な
鎗
と
い
う
霞
葉
が
嫌
い
だ
っ
た

の
で
す
．
そ
れ
は
あ
き
ら
め
る
こ
と

や
妥
協
を
せ
ず
に
、
伺
箏
も
本
気
で

目
指
し
、
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
だ

と
感
じ
蜜
し
た
、

　
こ
の
本
を
読
ん
で
か
ら
、
私
は
自

分
の
夢
㌶
対
し
て
、
あ
ま
り
に
も
溝

極
酌
で
巖
初
か
ら
あ
き
ら
め
放
し
で

あ
る
こ
と
に
無
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
飼
か
を
縫
指
し
た
の

な
ら
、
そ
れ
な
り
に
弼
か
と
ぶ
つ
か

り
、
戦
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
．
し
か
し
、
こ
こ
で
あ
き
ら

め
た
ら
以
麟
の
私
と
綱
じ
で
す
．

　
簡
単
に
叶
う
夢
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

本
気
で
湧
指
す
も
の
が
あ
る
な
ら
、

幾
多
の
瞥
難
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
賃
け
ず
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
．
そ
れ
が
で
き
た
と

き
祷
め
て
夢
が
親
実
に
な
る
で
し
ょ

う
。　

そ
の
事
を
知
っ
た
今
の
私
は
、
こ

れ
か
ら
の
私
に
、
そ
の
事
を
よ
く
教

え
、
雷
い
翻
か
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
私
が
、
あ
き
ら

め
、
く
じ
け
な
い
よ
う
に
．

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
私
へ
。

「
こ
れ
か
ら
の
あ
な
た
は
幾
度
と
な

く
迷
い
、
悩
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
霞
分
か
ら
逃
げ
患
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
自
分
か
ら
逃
げ
灘
し
て

し
ま
え
ば
、
鹸
に
進
む
こ
と
は
で
き

康
せ
ん
．
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
あ

な
た
に
は
、
霞
分
の
思
う
よ
う
に
蛋

き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
．
そ
れ
が

今
の
私
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
私
へ
贈

る
願
い
で
す
2

の
で
す
．
枇
会
と
い
う
税
実
が
…
．

　
今
の
耗
会
は
学
歴
や
受
験
戦
争
な

ど
で
、
患
が
誌
ま
り
そ
う
な
敏
会
で

す
、
改
薄
の
方
尚
に
進
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
い
濠
だ
に
蕾
し
い

こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
．
掌

癒
の
本
分
は
勉
強
で
す
が
、
そ
の
勉

強
で
人
闘
と
し
て
の
慶
劣
が
つ
け
、
b

れ
て
拳
嘉
に
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
に
夢
を
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
も
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

と
書
い
て
僻
い
と
読
み
ま
す
、
こ
の

掌
を
晃
る
度
に
「
私
の
夢
も
鰺
く

散
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
2
と

愚
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
．
こ
の
こ
と
が
頭
か
ら
な
か
な
か

離
れ
豪
せ
ん
で
し
た
．

　
し
か
し
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
「
夢

が
捗
い
か
ら
逃
げ
て
も
い
い
の
か
？

劔
も
試
し
も
せ
ず
に
、
鍛
窃
か
ら
あ

き
ら
め
て
逃
げ
遊
を
作
っ
て
い
い
の

か
？
貼
そ
う
思
え
て
き
た
の
で
す
．

あ
な
た
の
調
査
票
も
集
計
中

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
鐡
も
調
奮
票
の
醍
布
・
働
収
が

無
事
終
わ
り
ま
し
た
．

　
纂
讃
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た

も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
聲
。

　
結
粟
は
、
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
鐡
復
立
て
ら
れ
ま
す
喚

6ゆ・
凱G竃
　β’、

・　㊥
　　 臓

”
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徳
鷺
の
暮
ら
し
の
中
で
、
お
囲
り

の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
承
庭
内

の
も
め
事
や
帽
続
、
人
権
問
題
で
摘

ま
れ
て
い
る
方
、
行
政
の
こ
と
で
分

か
ら
な
い
こ
と
、
心
醍
事
を
お
持
ち

で
し
た
ら
、
お
熱
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
、

β
時
　
緯
月
20
β
（
金
）

　
　
　
午
繭
鐙
時
～
午
後
3
時

場
斯
　
懲
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

相
談
擾
当
麿

　
　
　
法
務
馬
職
鱒

　
　
　
人
権
擁
護
委
鍛

　
　
　
行
政
相
談
鰻

料場開期
金漸演β

虫
催

　
i
捻
松
之
由
公
薇
箋
種
委

麗
劇
予

　
紛
月
2
9
欝
に
背
わ
れ
る
簿
の
芸
能

祭
．
、
郵
周
奪
に
禽
わ
せ
て
、
津
軽
．
、
岬

瞭
線
奏
奮
、
茂
岱
一
声
氏
が
来
町
、

螢
能
祭
に
華
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
．
ぜ
ひ
お
鵡
か
け
く
だ
さ
い
、

諏
矧
甥

　
U
月
漁
鷺
（
嬢
）
予
建
の
欝
錫
体

験
教
窯
で
は
、
腐
柳
町
の
讐
こ
ど
も

獺
然
灘
蟹
協
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
撫
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
案
内
は
後
欝
、
得
保
欝
断
、

小
申
学
校
に
お
醗
り
し
ま
す
ウ

シo

月
2
6
欝
呆
〉

午
後
7
聴

町
民
体
欝
餓

大
人
　
　
　
　
工
0
0
0
的

小
中
罫
生
　
　
　
5
0
0
鍔

幼
晃
無
料

噌
太
鼓
楽
懸
ひ
の
き
屡
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
興
籔

ば
か
り
で
、
満
足
い
た
だ
け
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
毒

え
て
い
ま
す
．
「
こ
ん
な
ホ
ー
ム
ペ
…

ジ
に
恥
と
い
う
よ
う
な
ご
・
、
鵡
見
，
ご

要
鯉
、
あ
り
ま
し
た
ら
侮
で
も
結
構

で
す
の
で
、
メ
ー
ル
で
ど
う
ぞ
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
剛
瓢
ε
枝
＞
く
づ
、
づ
，
籍
o
ご
驚
ご
謬
瓠
℃
＼
～

　
》
、
鋸
槽
（
▽
ユ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
》
、
黛
（
β
）
一
。
麟
㊨
鱗
／
－
、
傷
象
蔦
○
愈
ご
6
無
）

駕纏、　
い
よ
い
よ
2
0
0
2
葎
の
ワ
茎
ル

ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
チ
ケ
ッ

ト
串
込
が
欄
嬢
さ
れ
ま
す
．

　
新
漂
膿
往
住
の
皆
さ
ん
に
は
、
一

般
販
売
の
串
し
込
み
に
撫
え
、
瓢
潟

会
場
の
3
試
瓜
，
に
つ
い
て
醐
催
地
住

民
販
売
に
寧
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
、お

聞
い
合
わ
せ

　
町
振
興
課
　
曹
6
－
3
1
3
4

［
癬
綱
　
劉
…

　
プ
欝
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
公
演
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

癬麹・

…

　
介
護
保
険
方
及
び
介
護
保
験
奉
施

行
法
が
騨
成
捻
年
4
月
漢
欝
か
ら
施

行
さ
れ
、
介
護
保
険
綱
痩
が
本
格
酌

つ
ー
ー
ー
．
－
ー
ー
…
ー
…
ー
～
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
…
ー
i
ー
．
ー
ー
ー
…
…
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
…
…
…
…
…
ー
i
ー
．
ー
ー
ー
ー
ー
」

｝　　繍　

『難葦

ム
ペ
茎
ジ
に

　
公
賛
餓
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
鱒
設
い

た
し
ま
し
た
。
ま
だ
ス
タ
…
ト
し
た

まつのやま文芸

俳
　
句

翻
扇
手
に
地
芝
馨
サ
ミ
ッ
ト
癒
援
に

舞
来
の
香
昌
・
祭
の
お
に
ぎ
鐸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

水
澄
め
る
池
に
朝
餉
の
菜
を
洗
ふ

蟷
螂
や
濃
も
る
石
に
腹
置
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

萩
擦
乱
大
地
の
芸
術
見
て
廻
る

声
か
け
て
ゆ
き
し
は
誰
ぞ
無
月
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

短
　
歌

井
部
朝
女

高
沢
秀
女

佐
藤
簾
女

果
敢
に
て
妬
み
の
機
微
を
知
ら
ぬ
き
み

　
　
ね
じ
れ
た
気
持
ち
に
リ
ポ
ン
か
け
贈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
島
　
高
橋
玲
子

朝

ヒ卵｝硝｝幽｛鞘＿｝脚一｝一鴨｝㎜｝櫛．一

　
奉
年
渡
は
特
例
処
鍛
と
し
て
、
平

成
鴛
年
m
月
以
降
、
支
払
わ
れ
る
年

金
か
ら
、
介
護
保
険
料
が
微
収
さ
れ

ま
す
．

f2

に
ス
タ
…
ト
し
ま
し
た
働

　
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
徴
収
さ

れ
る
の
は
、
老
齢
二
懇
職
を
事
麟
と

す
る
年
金
で
年
額
綿
万
円
以
上
受
給

し
て
い
る
6
5
歳
以
L
の
方
で
す
．

　
篭
…
E
■
旨
…
一
～
｛
■
き
逢
…
玉
ー
雪
｛
■
舌
書
…
i
…
F
，
ξ
罪
，
ミ
ー
茅
－
至
－
多
髪
■
手
1
を
こ

キ
ノ
コ
に
よ
る
食
申
毒
の

予
防
に
つ
い
て

　
秋
の
瞭
覚
の
一
つ
で
あ
る
キ
ノ
コ

の
採
取
シ
…
ズ
ン
を
逓
え
ま
し
た
、

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を
防
窺
す

る
た
め
に
次
の
事
項
に
十
分
濾
慧
し

て
く
だ
さ
い
。

屡
、
食
罵
と
料
噺
で
き
癒
い
キ
ノ
コ

　
は
絶
対
食
べ
な
い
。

　
食
尾
と
正
確
に
判
噺
で
き
な
い
キ

ノ
コ
は
、
絶
婦
に
食
べ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
、

　
キ
ノ
コ
の
鑑
劉
は
、
儒
頼
で
き
る

人
か
ら
鑑
溺
し
て
も
ら
い
蜜
し
ょ
う
、

2
、
キ
ノ
篇
に
つ
い
て
の
遂
信
は
、

　
信
じ
な
い
。

①
縦
に
裂
け
れ
ば
大
丈
夫
．

②
ナ
ス
と
食
べ
れ
ぱ
毒
が
溝
え
る
．

③
ナ
メ
ク
ジ
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
キ

　
ノ
コ
は
大
丈
夫
。

④
虫
に
食
べ
瀧
れ
て
い
る
キ
ノ
コ
は

　
大
丈
夫
．

　
以
上
は
金
く
の
根
拠
の
な
い
迷
儒

で
す
，
、

　
　
　
　
　
　
　
町
傑
健
セ
ン
タ
ー

騙醐卜
事
｛
ー
峯
叢
『
｝
峯
｝
き
i
…
…
呈
■
5
皇
p
曇
量
呈
｝
…
ー
き
…
■
き
｝
｝
き
ξ

　
「
大
正
琴
を
楽
し
む
会
」

　
　
　
演
奏
会

　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
各
衛
町
韓
の
大

斑
馨
愛
好
春
が
、
流
派
を
越
え
て
一

堂
に
集
ま
り
、
演
奏
蓄
も
視
聴
著
も

｝
体
と
な
っ
て
大
蕉
懸
・
を
楽
し
み
な

が
ら
親
睦
を
は
か
る
演
奏
会
で
す
．

期
霞
　
1
0
月
器
段
（
土
）

会
場
　
松
代
町
総
禽
体
欝
館

演
葵
時
問
　
午
醜
沁
時
～
峯
後
3
時

薦雛瑚、　
介
護
保
険
で
分
か
ら
な
い
こ
と
、

お
騰
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
、

　
鰹
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
難
6
－
3
7
0
5

訓劇

劃
び
，

　
脅
月
讐
の
随
筆
リ
レ
…
に
お
い
て

照
道
3
5
3
響
の
醐
館
ト
ン
ネ
ル
及

び
東
翅
の
橋
の
．
π
成
予
定
が
騨
成
實

罫
と
あ
り
談
し
た
が
、
安
塚
土
木
講

務
勝
で
は
．
岡
館
ト
ン
ネ
ル
、
平
成
∬
葎

完
成
、
東
郷
の
橋
平
成
2
0
年
完
破
を

穏
標
に
纂
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
訂

癒
し
お
謎
び
し
ま
す
。

期
繍
謝
し
劇
「
．

　
町
祉
会
編
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
．
町
在
堀
編
祉
の
た
め

に
濡
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
あ

り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
、

◆
（
脊
）
湯
米
心
ま
つ
の
や
ま

　
フ
リ
…
マ
ー
ケ
ッ
ト
売
上
金

　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
ま
5
0
9

囎龍

総
鷺
鶏
ン
、

璽

友
繍
騒
講

　
　
　
ー
ー
…
大
厳
寺
牧
場
の
醇
利
罵
を
ー
…

　
先
鷺
、
先
輩
の
志
賀
隆
弘
さ
ん
か

ら
広
報
ま
つ
の
や
ま
に
随
筆
リ
レ
ー

が
謁
織
さ
れ
始
め
た
が
雄
月
発
行
の

嵐
報
に
は
霜
が
讃
い
て
く
れ
柔
、
鵬
わ

れ
て
飼
を
熊
い
て
良
い
か
園
つ
て
し

ま
っ
た
。
そ
こ
で
鐵
の
こ
と
を
思
い

鐵
し
て
書
い
て
、
み
な
さ
ん
方
か
ら

も
そ
の
翼
剰
用
の
方
法
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
恩
う
、

　
そ
れ
は
佐
藤
壌
孝
町
長
、
村
撫
政

光
講
長
の
時
代
で
灘
時
の
町
人
欝
が

1
万
人
以
上
の
時
で
あ
る
、
当
蒔
は
、

町
人
資
が
今
の
よ
う
に
鷺
千
人
含
に

な
る
と
は
と
て
も
溝
え
ら
れ
な
い
時

代
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
町
で
は
大
厳

寺
蕩
原
の
牧
場
闘
発
に
藩
手
し
た
の

で
あ
る
．
昭
釈
舗
薙
5
月
よ
り
町
の

産
業
振
興
事
業
と
し
て
雑
塞
の
伐
擦

か
ら
嬌
家
り
、
町
燐
禽
の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
伐
根
整
地
作
業
を
始
め
ま

し
た
。
作
業
輿
と
し
て
、
亡
く
な
っ

た
天
水
越
の
滝
沢
兼
松
さ
ん
夫
婦
と

数
入
の
伐
採
人
夫
、
オ
ペ
レ
；
タ
…

は
新
由
の
撫
撰
実
さ
ん
と
私
で
作
業

を
嬌
め
ま
し
た
。
熱
い
夏
に
は
大
厳

寺
の
た
め
漉
綴
入
り
、
風
器
が
わ
り

に
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
滋
時

は
遵
も
悪
か
っ
た
の
で
飯
場
を
造
り
、

（
禽
峰
）

そ
こ
に
鴻
ま
る
こ
と
も
多
か
っ
た
時

代
で
す
．
そ
し
て
昭
憩
認
年
L
O
月
に

20
診
の
牧
場
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

刃
鉱
3
9
年
7
月
王
欝
に
は
県
議
会
議
麟

の
中
紺
総
之
さ
ん
を
は
じ
め
王
5
0

名
の
方
々
に
忠
旗
い
た
だ
き
、
盛
大

に
牧
場
の
完
成
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
牧
場
遣
成
は
進
め
ら
れ
、

簸
後
に
は
70
診
と
な
り
、
放
牧
頭
数

も
多
い
年
に
は
圭
7
0
頭
以
L
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
．

　
そ
れ
か
ら
時
代
も
変
わ
り
、
人
欝

も
兜
に
轡
い
た
よ
う
に
減
っ
た
こ
と

か
ら
飼
膏
頭
数
も
激
減
し
ま
し
た
啓

そ
こ
で
大
厳
寺
牧
場
の
簿
秘
用
、
再

開
発
の
こ
と
で
す
が
、
中
漂
の
禰
発

と
一
緒
に
考
え
た
ら
と
思
う
の
で
す
、

当
藏
は
醗
に
撫
い
孚
公
被
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
牧
場
の
楽
分
く
ら
い
の
藤

積
は
そ
ぱ
畑
に
す
る
。
ま
た
雪
の
あ

る
時
期
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
…
ス

キ
ー
の
練
翌
場
に
す
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
の
考
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
．

　
み
な
さ
ん
の
お
考
え
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
．
欝
開
発
の
ご
意
見
を
期

待
し
て
浦
照
の
丸
山
建
一
さ
ん
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
．

聾3
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徳
鷺
の
暮
ら
し
の
中
で
、
お
囲
り

の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
承
庭
内

の
も
め
事
や
帽
続
、
人
権
問
題
で
摘

ま
れ
て
い
る
方
、
行
政
の
こ
と
で
分

か
ら
な
い
こ
と
、
心
醍
事
を
お
持
ち

で
し
た
ら
、
お
熱
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
、

β
時
　
緯
月
20
β
（
金
）

　
　
　
午
繭
鐙
時
～
午
後
3
時

場
斯
　
懲
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

相
談
擾
当
麿

　
　
　
法
務
馬
職
鱒

　
　
　
人
権
擁
護
委
鍛

　
　
　
行
政
相
談
鰻

料場開期
金漸演β

虫
催

　
i
捻
松
之
由
公
薇
箋
種
委

麗
劇
予

　
紛
月
2
9
欝
に
背
わ
れ
る
簿
の
芸
能

祭
．
、
郵
周
奪
に
禽
わ
せ
て
、
津
軽
．
、
岬

瞭
線
奏
奮
、
茂
岱
一
声
氏
が
来
町
、

螢
能
祭
に
華
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
．
ぜ
ひ
お
鵡
か
け
く
だ
さ
い
、

諏
矧
甥

　
U
月
漁
鷺
（
嬢
）
予
建
の
欝
錫
体

験
教
窯
で
は
、
腐
柳
町
の
讐
こ
ど
も

獺
然
灘
蟹
協
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
撫
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
案
内
は
後
欝
、
得
保
欝
断
、

小
申
学
校
に
お
醗
り
し
ま
す
ウ

シo

月
2
6
欝
呆
〉

午
後
7
聴

町
民
体
欝
餓

大
人
　
　
　
　
工
0
0
0
的

小
中
罫
生
　
　
　
5
0
0
鍔

幼
晃
無
料

噌
太
鼓
楽
懸
ひ
の
き
屡
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
興
籔

ば
か
り
で
、
満
足
い
た
だ
け
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
毒

え
て
い
ま
す
．
「
こ
ん
な
ホ
ー
ム
ペ
…

ジ
に
恥
と
い
う
よ
う
な
ご
・
、
鵡
見
，
ご

要
鯉
、
あ
り
ま
し
た
ら
侮
で
も
結
構

で
す
の
で
、
メ
ー
ル
で
ど
う
ぞ
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
剛
瓢
ε
枝
＞
く
づ
、
づ
，
籍
o
ご
驚
ご
謬
瓠
℃
＼
～

　
》
、
鋸
槽
（
▽
ユ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
》
、
黛
（
β
）
一
。
麟
㊨
鱗
／
－
、
傷
象
蔦
○
愈
ご
6
無
）

駕纏、　
い
よ
い
よ
2
0
0
2
葎
の
ワ
茎
ル

ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
チ
ケ
ッ

ト
串
込
が
欄
嬢
さ
れ
ま
す
．

　
新
漂
膿
往
住
の
皆
さ
ん
に
は
、
一

般
販
売
の
串
し
込
み
に
撫
え
、
瓢
潟

会
場
の
3
試
瓜
，
に
つ
い
て
醐
催
地
住

民
販
売
に
寧
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
、お

聞
い
合
わ
せ

　
町
振
興
課
　
曹
6
－
3
1
3
4

［
癬
綱
　
劉
…

　
プ
欝
の
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
公
演
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

癬麹・

…

　
介
護
保
険
方
及
び
介
護
保
験
奉
施

行
法
が
騨
成
捻
年
4
月
漢
欝
か
ら
施

行
さ
れ
、
介
護
保
険
綱
痩
が
本
格
酌

つ
ー
ー
ー
．
－
ー
ー
…
ー
…
ー
～
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
…
ー
i
ー
．
ー
ー
ー
…
…
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
…
…
…
…
…
ー
i
ー
．
ー
ー
ー
ー
ー
」

｝　　繍　

『難葦

ム
ペ
茎
ジ
に

　
公
賛
餓
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
鱒
設
い

た
し
ま
し
た
。
ま
だ
ス
タ
…
ト
し
た

まつのやま文芸

俳
　
句

翻
扇
手
に
地
芝
馨
サ
ミ
ッ
ト
癒
援
に

舞
来
の
香
昌
・
祭
の
お
に
ぎ
鐸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

水
澄
め
る
池
に
朝
餉
の
菜
を
洗
ふ

蟷
螂
や
濃
も
る
石
に
腹
置
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

萩
擦
乱
大
地
の
芸
術
見
て
廻
る

声
か
け
て
ゆ
き
し
は
誰
ぞ
無
月
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

短
　
歌

井
部
朝
女

高
沢
秀
女

佐
藤
簾
女

果
敢
に
て
妬
み
の
機
微
を
知
ら
ぬ
き
み

　
　
ね
じ
れ
た
気
持
ち
に
リ
ポ
ン
か
け
贈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
島
　
高
橋
玲
子

朝

ヒ卵｝硝｝幽｛鞘＿｝脚一｝一鴨｝㎜｝櫛．一

　
奉
年
渡
は
特
例
処
鍛
と
し
て
、
平

成
鴛
年
m
月
以
降
、
支
払
わ
れ
る
年

金
か
ら
、
介
護
保
険
料
が
微
収
さ
れ

ま
す
．

f2

に
ス
タ
…
ト
し
ま
し
た
働

　
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
徴
収
さ

れ
る
の
は
、
老
齢
二
懇
職
を
事
麟
と

す
る
年
金
で
年
額
綿
万
円
以
上
受
給

し
て
い
る
6
5
歳
以
L
の
方
で
す
．

　
篭
…
E
■
旨
…
一
～
｛
■
き
逢
…
玉
ー
雪
｛
■
舌
書
…
i
…
F
，
ξ
罪
，
ミ
ー
茅
－
至
－
多
髪
■
手
1
を
こ

キ
ノ
コ
に
よ
る
食
申
毒
の

予
防
に
つ
い
て

　
秋
の
瞭
覚
の
一
つ
で
あ
る
キ
ノ
コ

の
採
取
シ
…
ズ
ン
を
逓
え
ま
し
た
、

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を
防
窺
す

る
た
め
に
次
の
事
項
に
十
分
濾
慧
し

て
く
だ
さ
い
。

屡
、
食
罵
と
料
噺
で
き
癒
い
キ
ノ
コ

　
は
絶
対
食
べ
な
い
。

　
食
尾
と
正
確
に
判
噺
で
き
な
い
キ

ノ
コ
は
、
絶
婦
に
食
べ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
、

　
キ
ノ
コ
の
鑑
劉
は
、
儒
頼
で
き
る

人
か
ら
鑑
溺
し
て
も
ら
い
蜜
し
ょ
う
、

2
、
キ
ノ
篇
に
つ
い
て
の
遂
信
は
、

　
信
じ
な
い
。

①
縦
に
裂
け
れ
ば
大
丈
夫
．

②
ナ
ス
と
食
べ
れ
ぱ
毒
が
溝
え
る
．

③
ナ
メ
ク
ジ
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
キ

　
ノ
コ
は
大
丈
夫
。

④
虫
に
食
べ
瀧
れ
て
い
る
キ
ノ
コ
は

　
大
丈
夫
．

　
以
上
は
金
く
の
根
拠
の
な
い
迷
儒

で
す
，
、

　
　
　
　
　
　
　
町
傑
健
セ
ン
タ
ー

騙醐卜
事
｛
ー
峯
叢
『
｝
峯
｝
き
i
…
…
呈
■
5
皇
p
曇
量
呈
｝
…
ー
き
…
■
き
｝
｝
き
ξ

　
「
大
正
琴
を
楽
し
む
会
」

　
　
　
演
奏
会

　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
各
衛
町
韓
の
大

斑
馨
愛
好
春
が
、
流
派
を
越
え
て
一

堂
に
集
ま
り
、
演
奏
蓄
も
視
聴
著
も

｝
体
と
な
っ
て
大
蕉
懸
・
を
楽
し
み
な

が
ら
親
睦
を
は
か
る
演
奏
会
で
す
．

期
霞
　
1
0
月
器
段
（
土
）

会
場
　
松
代
町
総
禽
体
欝
館

演
葵
時
問
　
午
醜
沁
時
～
峯
後
3
時

薦雛瑚、　
介
護
保
険
で
分
か
ら
な
い
こ
と
、

お
騰
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
、

　
鰹
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
難
6
－
3
7
0
5

訓劇

劃
び
，

　
脅
月
讐
の
随
筆
リ
レ
…
に
お
い
て

照
道
3
5
3
響
の
醐
館
ト
ン
ネ
ル
及

び
東
翅
の
橋
の
．
π
成
予
定
が
騨
成
實

罫
と
あ
り
談
し
た
が
、
安
塚
土
木
講

務
勝
で
は
．
岡
館
ト
ン
ネ
ル
、
平
成
∬
葎

完
成
、
東
郷
の
橋
平
成
2
0
年
完
破
を

穏
標
に
纂
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
訂

癒
し
お
謎
び
し
ま
す
。

期
繍
謝
し
劇
「
．

　
町
祉
会
編
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
．
町
在
堀
編
祉
の
た
め

に
濡
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
あ

り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
、

◆
（
脊
）
湯
米
心
ま
つ
の
や
ま

　
フ
リ
…
マ
ー
ケ
ッ
ト
売
上
金

　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
ま
5
0
9

囎龍

総
鷺
鶏
ン
、

璽

友
繍
騒
講

　
　
　
ー
ー
…
大
厳
寺
牧
場
の
醇
利
罵
を
ー
…

　
先
鷺
、
先
輩
の
志
賀
隆
弘
さ
ん
か

ら
広
報
ま
つ
の
や
ま
に
随
筆
リ
レ
ー

が
謁
織
さ
れ
始
め
た
が
雄
月
発
行
の

嵐
報
に
は
霜
が
讃
い
て
く
れ
柔
、
鵬
わ

れ
て
飼
を
熊
い
て
良
い
か
園
つ
て
し

ま
っ
た
。
そ
こ
で
鐵
の
こ
と
を
思
い

鐵
し
て
書
い
て
、
み
な
さ
ん
方
か
ら

も
そ
の
翼
剰
用
の
方
法
に
つ
い
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
恩
う
、

　
そ
れ
は
佐
藤
壌
孝
町
長
、
村
撫
政

光
講
長
の
時
代
で
灘
時
の
町
人
欝
が

1
万
人
以
上
の
時
で
あ
る
、
当
蒔
は
、

町
人
資
が
今
の
よ
う
に
鷺
千
人
含
に

な
る
と
は
と
て
も
溝
え
ら
れ
な
い
時

代
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
町
で
は
大
厳

寺
蕩
原
の
牧
場
闘
発
に
藩
手
し
た
の

で
あ
る
．
昭
釈
舗
薙
5
月
よ
り
町
の

産
業
振
興
事
業
と
し
て
雑
塞
の
伐
擦

か
ら
嬌
家
り
、
町
燐
禽
の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
伐
根
整
地
作
業
を
始
め
ま

し
た
。
作
業
輿
と
し
て
、
亡
く
な
っ

た
天
水
越
の
滝
沢
兼
松
さ
ん
夫
婦
と

数
入
の
伐
採
人
夫
、
オ
ペ
レ
；
タ
…

は
新
由
の
撫
撰
実
さ
ん
と
私
で
作
業

を
嬌
め
ま
し
た
。
熱
い
夏
に
は
大
厳

寺
の
た
め
漉
綴
入
り
、
風
器
が
わ
り

に
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
滋
時

は
遵
も
悪
か
っ
た
の
で
飯
場
を
造
り
、

（
禽
峰
）

そ
こ
に
鴻
ま
る
こ
と
も
多
か
っ
た
時

代
で
す
．
そ
し
て
昭
憩
認
年
L
O
月
に

20
診
の
牧
場
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

刃
鉱
3
9
年
7
月
王
欝
に
は
県
議
会
議
麟

の
中
紺
総
之
さ
ん
を
は
じ
め
王
5
0

名
の
方
々
に
忠
旗
い
た
だ
き
、
盛
大

に
牧
場
の
完
成
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
牧
場
遣
成
は
進
め
ら
れ
、

簸
後
に
は
70
診
と
な
り
、
放
牧
頭
数

も
多
い
年
に
は
圭
7
0
頭
以
L
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
．

　
そ
れ
か
ら
時
代
も
変
わ
り
、
人
欝

も
兜
に
轡
い
た
よ
う
に
減
っ
た
こ
と

か
ら
飼
膏
頭
数
も
激
減
し
ま
し
た
啓

そ
こ
で
大
厳
寺
牧
場
の
簿
秘
用
、
再

開
発
の
こ
と
で
す
が
、
中
漂
の
禰
発

と
一
緒
に
考
え
た
ら
と
思
う
の
で
す
、

当
藏
は
醗
に
撫
い
孚
公
被
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
牧
場
の
楽
分
く
ら
い
の
藤

積
は
そ
ぱ
畑
に
す
る
。
ま
た
雪
の
あ

る
時
期
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
…
ス

キ
ー
の
練
翌
場
に
す
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
の
考
え
が
あ
る
と
思
い
ま
す
．

　
み
な
さ
ん
の
お
考
え
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
．
欝
開
発
の
ご
意
見
を
期

待
し
て
浦
照
の
丸
山
建
一
さ
ん
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
．

聾3



1
①
㊤
卜
1

え・うちのおかあさん

騰　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　、i．　　　　　　　　　P　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　41　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　ド
　　　　　　　　ロ　ロコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　、謝騰　　　　　　　　’＝ン、　p　　蝋、
　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　ロ　ロ　ザ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　、『　　　　　　』　　　　　．臼・　　　　』～w’』、噺　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　ド　　　　　　　　し　ド　コ　　　　　　　　ド　　　　　　　ノ　コ　　　ア　ア　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　　　・　欝　 難＾脚7

　　　　　　　湯本（規向）

　　　　おかあ盛んが花の芽が串てき

　　　たのを昆ていたら、お家からい

　　　い匂いがしてきた．

圃團回團

、

顧騨
欝麺駄

蝿
　
　
、
“

　　中籾葉ちゃん
　　　湯本（中栂や）

お母さんがお蕉事で疲れて梅を壁に

ったら，カニがいたの．

き
灘
灘
難
灘
灘
㎜
灘
難
灘
㎜
難
灘
難
購
難
㎜
灘
灘
　
　
灘
㎜
難
雛
螺
灘
灘

おくやみ（死亡〉

頼久井イセさん88歳　水　梨（由照量）

志賀テイさん囎歳坂下（橋場）
佐藤　秘美さん　騒歳　藤内名（大　城）

蕩橋　　諌さん80歳炎水島（単　八）

小賢塚　正さん　80歳　藤　倉（風　張）

藤村　仁作さん　75歳　湯　蓋王1（不老閣）

掌9霧1霞から9月3（）費までの儘患分です．

率広報に載せてほしくない方は、煽繊の時に

　窓llコにお話ください，、

⑳◎麺⑭

総人1二13，237人（一3＞

　男　茎，560人（…　1）

　女　圭，677人（一・2）

撤帯数　ま．！罰戸（一王）

　（　〉休1は繭月との比較

鍛韓

町民憲章蓼…欝峯き5＝3圭葬7圭掃全、健

鐙月鱗臼～”簿鐙βの予定

20露　　入権・行政相談

22黛　県惣事選挙投票B

288　町美術展29ξiまで

298　農業祭・芸能祭

◇9月の繊来箏

4猿　少年の主張郡大会

　　　　　　松之撫中学校

14霞　敬老訪闘

20弱　議会定例会221ヨまで

　わたしたちは松之1、1，欝r践です．郷烹を愛し

　みんなでよりよい町づくりをしよう．

町疑の舎需葉

　　1、，美しい緑と欝の中で

　　　　　　　　　心豊かな入になろう

　　1、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　　趨体の心をもとう

　　王、湧奮いづる湯衆のように

　　　　　　　　　翻造のカを蕩めよう

き
鱗
灘
灘
懸
騰
灘
灘
欝
剛
燃
灘
灘
灘
灘
灘
難
撚
灘
灘
　
難
難
灘
雛
雛
灘
灘
鑛
縫
難
灘
灘
灘
灘
灘
灘
灘
灘
灘
灘
難
∞
皿
灘
　
∞
灘
躍
麗
灘
鑛
難
灘
㎜

被
壁
日
記
よ
り

、
、
蝋
術
の
麟
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
欝
の

禽
名
な
作
繍
を
大
切
に
し
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
未
来
の
遺
産
と
し

て
現
代
ア
ー
ト
の
振
興
も
行
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
都
彬
闘
登
に
は
ふ

ん
だ
ん
に
親
代
ア
ー
ト
を
取
り
入

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な

漿
境
が
撹
界
中
か
ら
こ
の
圏
を
観

光
に
訪
れ
さ
せ
、
巖
瓢
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
麿
名
ブ
ラ
ン
ド
を
生
み

出
す
基
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

松
之
山
町
で
も
境
代
ア
ー
ト
に

接
す
る
潔
境
は
整
っ
て
き
ま
し
た
．

後
は
私
た
ち
が
作
編
を
薫
し
く
評

緬
す
る
目
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
ヨ

湯
3
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